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研究要旨：1985 年 1月 1日から 2013 年 12 月 31 日までの 28 年間に金沢大学附属病院で施

行された腎生検 5220 例を対象とし，患者背景（年齢，性別），原因薬剤および腎生検組織

所見を検討した．薬剤性腎障害の頻度は 25 例（0.48%）であった．このうち原因薬剤とし

て，抗リウマチ薬 11 例，インターフェロン 3 例，非ステロイド系抗炎症薬 2 例，抗甲状

腺薬 2例，抗腫瘍薬 2例，抗生物質 1例，抗精神病薬 1例，免疫抑制薬 1例，不明 2例で

あった．抗リウマチ薬の全例でブシラミンが使用されており，腎生検組織所見は膜性腎症

であった．また，原因薬剤の種類が年代別に変遷していることが明らかとなった．今後は

さらなる症例の集積により，ブシラミンによる薬剤性腎障害の臨床像，腎組織所見を明ら

かにする予定である．さらに，高齢化社会に伴う疾患構造変化による薬剤性腎障害の年代

別変遷についても検討を進めたい． 

Ａ．研究目的 

これまでに施行された腎生検例をレトロ
スペクティブに検討することで，薬剤性腎障
害の臨床病理学的特徴を明らかにする．くわ
えて近年の高齢化社会や疾患構造の変化を
考慮して，年代別原因薬剤の変遷や臨床像を
明確にすることにより，薬剤性腎障害の予防
あるいは治療の確立につなげる． 
 
Ｂ．研究方法 

1985 年 1月 1 日から 2013 年 12 月 31 日ま
での 28 年間に金沢大学附属病院で施行され
た腎生検例を対象とし，患者背景（年齢，性
別），原因薬剤および腎生検組織所見を検討
した．  
（倫理面への配慮） 
厚生労働省の臨床研究の倫理指針に基づ

いて行う． 
                                                                                                                             

Ｃ．研究結果 

1985 年 1月 1 日から 2013 年 12 月 31 日ま
での 28 年間に金沢大学附属病院で施行され
た腎生検 5220 例中，薬剤性腎障害は 25 例
（0.48%）であった．このうち原因薬剤とし
て，抗リウマチ薬（ブシラミン）11 例，イン
ターフェロン 3例，非ステロイド系抗炎症薬
2例，抗甲状腺薬（プロピルチオウラシル）2

例，抗腫瘍薬（マイトマイシン C，ベバシズ
マブ）2例，抗生物質（ラタモキセフ）1例，
抗精神病薬（ジプレキサイディス）1 例，免
疫抑制薬（シクロスポリン）1例，不明 2例
であった．このうち原因薬剤の中で，もっと
も頻度の高かった抗リウマチ薬の全例でブ
シラミンが使用されており，腎生検組織所見
は膜性腎症であった．年代別原因薬剤の変遷
では，1985 年から 1994 年（マイトマイシン
C，ラタモキセフ，非ステロイド系抗炎症薬），
1995 年から 2004 年（ブシラミン，プロピル
チオウラシル，インターフェロン）および
2005 年から 2013 年（ブシラミン，ベバシズ
マブ，シクロスポリン，ジプレキサイディス，
非ステロイド系抗炎症薬）であった． 
 
Ｄ．考察 

今回の調査から，以下の 2点，すなわち①
腎生検が施行された薬剤性腎障害において，
ブシラミンによる薬剤性腎障害（膜性腎症）
が多数を占めること，および，②原因薬剤の
種類が年代別に変遷していることが明らか
となった．今後は研究協力施設（新潟大学や
筑波大学）の症例も含めて，ブシラミンによ
る薬剤性腎障害の臨床像（患者背景，血液生
化学所見）とともに，腎組織所見（免疫グロ
ブリンIgGサブクラスや抗phospholipase A2
抗 体 の 沈 着 様 式 ） な ら び に 血 中 抗



 

 

phospholipase A2 抗体を測定・検討したい．
さらに，近年の高齢化社会に伴う疾患構造の
変化が薬剤性腎障害の臨床病理にあたえる
影響を明らかにするため，薬剤性腎障害の原
因薬剤や臨床病理像の年代別変遷について
も検討を進める予定である． 
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